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生
活･

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
(8)
報
告

10
月
14
日(

日)

午
後
、
大
阪
市
社
会
福
祉

研
修･

情
報
セ
ン
タ
ー(

西
成
区)

で
開
催
さ
れ

た
標
記
講
習
会(

大
阪
南･

北
拠
点
共
催
、
受

講
者
17
名)

に
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
総
合

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ン
タ
ー｢

晴
れ
晴
れ｣

代
表
戸
田
正
己
先
生
で
す
。

以
下
、
講
習
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

Ⅰ

高
齢
者
住
居
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

｢
老
人
ホ
ー
ム
を
利
用
し
た
い
！
誰
か
教
え

て
？｣
の
タ
イ
ト
ル
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
の
解
説
で
す
。
施
設
の
種
類
は
、
➀
介
護

保
険
施
設
、
➁
介
護
保
険
外
の
高
齢
者
施
設
、

➂
そ
の
他
、
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

➀
介
護
保
険
施
設
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム(

介
護
度
３
以
上)

、
介
護
老
人
保
健
施
設

(

介
護
度
１
～
５)

、
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム(

介
護
度
３
以
上
、
所
在
地
の
市

町
村
民
が
対
象)

、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム(
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護)

、
介
護
医
療
院

(

平
成
30
年
４
月
よ
り
創
設
、
療
養
型
医
療
施

設
の
移
行
型
、
介
護
度
１
～
５)

。
➁
介
護
保

険
外
の
高
齢
者
施
設
に
は
、
経
費
老
人
ホ
ー

ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
。
➂
そ
の
他
に

は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
が
あ
り
ま
す
。
入
居

を
考
え
る
時
は
、
入
居
理
由
、
経
済
的
基
盤
、

身
体
状
況
、
介
護
度
と
認
知
症
の
状
態
を
考

慮
し
、
施
設
を
訪
問
し
て
見
て
確
認
す
る
事
、

相
談
窓
口
を
確
保
す
る
事
が
必
要
で
す
。

Ⅱ

体
幹
介
助
の
基
本

研
修
室
に
移
り
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
理
屈

を
知
る
実
習
で
す
。
立
っ
て
頭
を
前
に
出
せ

ば
尻
が
後
ろ
に
引
っ
込
む
、
足
を
横
に
広
げ

る
と
頭
の
位
置
は
逆
方
向
に
移
動
す
る
。
物

を
持
っ
て
前
方
へ
腕
を
伸
ば
せ
ば
重
く
感
じ

る
が
、
物
を
抱
け
ば
軽
い
、
力
点
の
原
理
で

す
。
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
時
の
４
つ
の
条

件
、
➀
お
辞
儀
を
す
る
姿
勢
で
➁
浅
く
腰
掛

け
て
、
➂
膝
頭
よ
り
踵
を
後
ろ
に
、
➃
足
裏

に
地
面
が
あ
る
、
を
満
た
す
と
立
ち
上
が
れ

ま
す
。
そ
の
応
用
で
、
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
る

人
が
体
を
起
こ
し
ベ
ッ
ド
脇
に
降
り
る
場
合

の
介
助
方
法
や
、
ベ
ッ
ド
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン

グ
機
能
を
利
用
し
た
介
助
方
法
を
試
み
ま
し

た
。
介
助
者
は
被
介
助
者
に
言
葉
を
か
け
て

ベ
ッ
ド
を
45
度
に
起
こ
し
、
腕
組
み
と
両
足

を
く
の
字
に
曲
げ
て
貰
い
ま
す
。
そ
し
て
首

下
と
腰
に
手
を
か
け
手
前
に
倒
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
回
し
て
体
を
起
こ
し
ま
す
。
今
回
、
私

の
行
っ
て
い
る
介
助
方
法
が
間
違
っ
て
い
な

い
事
を
確
認
で
き
安
心
し
ま
し
た
。

荒
川

弘
子(

記)

高
齢
者
住
居
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

と

体
幹
介
助
の
基
本

◎時間預託提供活動
時 間 ５４時間

提供者 １８人

利用者 １２人

◎奉仕活動
時 間 ９８時間

提供者 ３６人

◎会員数 入会 ３世帯 ３人

退会 ３世帯 ３人
◎月末会員数１９１世帯

２５３人

★｢

運
営
委
員
会｣

日
時
：
11
月
16
日(

金)

10
時
～
12
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

オ
ー
プ
ン
な
運
営
で
す
。
拠
点
の
実
状

(

動
向)

を
よ
く
理
解
出
来
る
の
で
、
一
般
会

員
の
方
も
遠
慮
な
く
ご
参
加
下
さ
い
。

★｢

事
務
所
当
番
の
募
集｣

最
近
、
当
番
不
在
日
が
多
く
会
員
の
高
齢

化
が
進
ん
だ
結
果
と
思
い
ま
す
が
、
当
番
を

し
て
頂
け
る
方
が
少
な
く
困
っ
て
い
ま
す
。

経
験
が
無
く
て
も
連
絡
と
メ
モ
だ
け
を
す

れ
ば
、
当
番
が
出
来
ま
す
。
み
ん
な
で
分
担

す
れ
ば
、
負
担
に
も
な
ら
ず
、
月
１
回
だ
け

で
も
、
お
願
い
出
来
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

★｢

第
４
土
曜
日
、
午
前
中｣

毎
月
、
第
４
土
曜
日
午
前(

12
時
迄)

は
、

南
拠
点
の
運
営
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

北
会
員
の
来
所(

入
室)

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

ご
配
慮
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

９月度 会員動向

お
知
ら
せ



日
本
の
祭
り

四
方
山
話

〝
ど
う
や
！
シ
オ
レ
竹
、
５
本
も
拾
た
で
、
風
車
の

付
い
た
造
花
も
拾
た
で
〟
と
我
が
家
の
社
長
、
得
意

満
面
！
〝
副
社
長
は
、
写
真
ば
っ
か
り
撮
っ
て
、
何
？

し
て
ん
ね
ん
〟
こ
こ
は
、
岡
山
県
津
山
市
阿
波
地
区
。

毎
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る｢

阿
波
八
幡
神
社
の
花

祭｣

会
場
。

〝
ホ
ン
ト
、
日
本
の
原
風
景
や
な
！
〟
中
国
山
系
の

山
懐
の
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て
、
ふ
る
さ
と
の
光

景
が
広
が
り
ま
す
。
阿
波
８
地
区
か
ら｢

花｣

と
呼
ば

れ
る｢

だ
し｣

が
奉
納
。

〝
華
や
か
で
、
綺
麗
や
な
あ
！
〟｢

だ
し｣

は
写
真
の

よ
う
に
、
親
竹
の
先
端
に
花
の
芯
と
な
る
台
を
付
け
、

麦
藁
を
詰
め
た
籠
に
、
き
れ
い
に
飾
っ
た
シ
オ
レ
竹

80
本
を
柳
の
よ
う
に
垂
ら
し
、
造
花
や
詩
な
ど
を
書

い
た
短
冊
で
、
飾
り
付
け
し
て
い
ま
す
。

神
官
の
お
祓
い
が
終
わ
っ
た
ら
、｢

花
練
り
合
戦｣

と
い
う
、
珍
し
い
勇
壮
な｢

だ
し｣

同
士
の
ぶ
つ
か
り

合
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

花
の
芯
を
牛
が
角
を
突
き
合
わ
せ
て
争
う
よ
う
に
、

勢
い
を
つ
け
て
グ
ル
グ
ル
旋
回
し
ま
す
。
我
が
家
の

社
長
の
よ
う
な
、
物
好
き
な
見
物
人
が
落
ち
た
シ
オ

レ
竹
や
造
花
を
先
を
争
っ
て
拾
い
ま
す
。
縁
起
が
良

い
ん
で
す
っ
て
！

祭
り
の
後
は｢

も
え

ぎ
の
里

阿
波
温
泉]

で

汗
を
流
し
、
隣
接
の
食

堂
で
絶
品
の
ミ
ニ
懐
石

｢

も
え
ぎ
御
膳｣

に
舌
鼓
。

社
長
〝
こ
れ
は
、
大
阪

で
も
勝
負
で
き
る
で
〟

極
楽
！
極
楽
！
失
礼
し

ま
し
た
。

稲
本

祐
二(

記)

出
展

報
告

秋
晴
れ
の
10
月
７
日(

日)

、
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
の｢

ツ

イ
ン
21｣

ア
ト
リ
ウ
ム
で
、
日
本
赤
十
字
社
大
阪
府
主
催(

大
阪

府
社
協
共
催)

の
第
６
回
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
、
大
阪
北
拠
点
も
昨
年
に
続
い
て
出
展
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
参
加
協
力
は
32
団
体
で
日
赤
奉
仕
団
が
約
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

大
阪
北
拠
点
の
ブ
ー
ス
で
は
、
会
員
７
名
の
協
力
を
得
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
会
報
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
・
作
品(

パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
・
手
編
み
・
絵
手
紙
・
オ
モ
チ
ャ)

を
展
示
し
ま
し

た
。
少
し
販
売
も
出
来
ま
し
た
。
長
尾
さ
ん
は
、
来
場
者
数
名

に
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
手
ほ
ど
き
を
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
神
野
会
長
を
は
じ
め
３
名
の
方
が
見
学
に
来
場

し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
舞
台
で
は
、
演
奏(

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
・
オ
カ
リ
ナ
・
二

胡
・
ギ
タ
ー)

、
合
唱
、
落
語
、
等
々
が
あ
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

た
だ
広
い
会
場
に
も
か
か
わ

ら
ず
見
学
者
が
少
な
く
、
広
報

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

拠
点
の
出
展
は
活
動
会
員
入

会
促
進
が
主
目
的
で
す
が
、
難

し
い
こ
と
は
承
知
の
上
で
の
地

道
な
広
報
活
動
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。
最
初
と
最
後
は
、
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ

｢

花
は
咲
く｣

を
参
加
者
全
員
で

合
唱
し
ま
し
た
。事

務
局(

記)

[

註]

ゆ
る
キ
ャ
ラ
は｢

ハ
ー
ト

ラ｣

ち
ゃ
ん
で
す
。

阿
波
八
幡
神
社
の
花
祭

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

行
事

参
加
報
告

秋
晴
れ
の
10
月
17
日(

水)

、
南
・
北
両
拠
点
21
名
の
参
加

を
得
て
、
大
阪
城
公
園
の
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

北
拠
点
の
中
野
さ
ん
の
挨
拶
の
後
、
参
加
者
は｢

い
ち
ょ
う

の
会｣

の
黄
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
清
掃
を
始
め
ま
し
た
。

今
回
も
同
様
に
、
公
園
内
は
ど
ち
ら
を
見
て
も
外
国
人
観

光
客
と
小
学
校
の
児
童
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

観
光
客
の
目
に
付
く
通
路
な
ど
は
ど
こ
も
綺
麗
に
清
掃
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
園
内
の
樹
木
な
ど
が
先
日
の
台
風
21
号
の

影
響
で
被
害
を
受
け
て
、
危
険
防
止
の
た
め
の｢

立
入
禁
止｣

の
ロ
ー
プ
や
テ
ー
プ
が
あ
ち
こ
ち
に
張
ら
れ
、
今
回
は
ゴ
ミ

が
殆
ど
無
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
何
処
で
拾
っ
た
の
か(

失
礼
！)

多
く
の
ゴ
ミ
を
集

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
の
後
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
広
げ
て｢

ク
リ
ー
ン
作
戦｣

の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ

る
、
普
段
顔
を
合
わ
せ

な
い
会
員
の
方
々
の
会

話
が
で
き
る
場
と
し
て
、

恒
例
の
コ
ン
ビ
ニ
弁
当

で
の｢

昼
食
懇
親
会｣

を

行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
南
拠
点
の

守
屋
さ
ん
に
締
め
の
挨

拶
を
し
て
い
た
だ
き
、

集
め
た
ゴ
ミ
を
所
定
の

場
所
に
運
び
解
散
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

岩
佐

康
男(
記)

秋
の
大
阪
城
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦



復
刻
版

シ
リ
ー
ズ

｢

座
る
べ
き
か
、
座
ら
ざ
る
べ
き
か｣

。
ま
る
で
ハ
ム
レ
ッ

ト
の
よ
う
な
心
境
で
す
。
洗
浄
に
関
す
る
学
会
で
、
ト
イ
レ

の
悪
臭
の
主
役
は｢
男
性
の
立
ち
小
便｣

で
あ
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
身
近
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

研
究
が
今
頃
初
め
て
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
驚
き
で
す
。

立
ち
小
便
に
よ
り
尿
が
は
ね
返
り
、
洋
式
便
器
の
縁
の
裏

側
に
く
っ
付
き
ま
す
。
滝
の
水
が
岩
や
水
面
に
当
た
っ
て
は

ね
返
る
が
ご
と
く
で
す
。
尿
に
は
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど

の
無
機
物
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
が
便
器
の
縁
の
裏
側
に
溜
ま

り
ま
す
。
そ
こ
に
細
菌
が
増
殖
し
て
、
有
機
物
で
あ
る
タ
ン

パ
ク
質
を
作
り
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
タ
ン
パ
ク
質
と

カ
ル
シ
ウ
ム
が
結
合
し
て
、
悪
臭
の
も
と
と
な
る
溶
け
に
く

い
物
質
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
は
尿
石
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

歯
に
付
く
歯
垢
と
同
じ
原
理
で
す
。

便
器
の
縁
の
裏
側
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
洗
え
ば
よ
い
の
で
す

が
、
現
状
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
消
臭
剤
も
敵
わ
な
く
な

る
と
、
も
う
ト
イ
レ
に
入
る
も
の
億
劫
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の

が
、｢

男
性
が
洋
式
便
器
で
お
し
っ
こ
を
す
る
時
は
、
座
る
こ

と｣

の
提
唱
で
し
た
。

洋
式
便
器
の
長
所
は
重
々
認
め
ま
す
が
、
太
古
か
ら
の
習

慣
を
、
二
十
一
世
紀
に
も
な
っ
て
改
め
よ
と
は
。
生
活
の
リ

ズ
ム
が
狂
っ
て
病
気
に
で
も
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
ど
う
も
男
性
に
は
分
が
悪
い
よ
う
で
す
。

因
み
に
別
の
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
家
庭
の
洋
式
便
器

で
座
っ
て
お
し
っ
こ
を
す
る
男
性
は
十
五
％
で
あ
る
と
か
。

こ
れ
は
大
人
も
子
供
も
含
め
て
の
デ
ー
タ
で
す
。

し
か
も
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
多
く
は
、
幼
い
男
の
子
に

洋
式
便
器
に
座
っ
て
お
し
っ
こ
を
す
る
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
俺
は
座
ら
な
い
と
強
情
を
張
ら
ず
に
、

戸
を
閉
め
れ
ば
見
え
な
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
天
下
の
大
勢
に
従

い
ま
し
ょ
う
か
。

三
浦

健(

記)

絵手紙 (安部 満枝)

ハ

ム

レ

ッ

ト

吉
川

弘
美

・
初
紅
葉
添
へ
て
句
会
の
昼
の
膳

・
古
里
の
山
城
に
立
ち
秋
惜
し
む

藤
田

多
栄
子

・
野
菊
咲
く
休
み
処
は
休
み
ゐ
て

金
本

美
智
子

・
あ
な
た
な
る
あ
な
た
の
月
よ
こ
の
月
は

・
清
か
な
り
朝
な
夕
な
の
残
る
虫

須
見

敏
江

・
秋
雨
に
心
濡
ら
し
て
友
の
逝
く

・
長
き
夜
の
ち
り
ち
り
痛
む
手
術
痕

森
下

和
子

・
海
も
山
も
近
き
神
戸
や
秋
の
空

高
田

敏
雄

・
敬
老
の
日
の
鍵
探
す
家
あ
げ
て

・
ひ
と
と
び
に
い
と
ど
闇
へ
と
消
え
に
け
り

前

た
も
つ

・
語
り
合
う
妻
が
い
る
の
で
う
ま
い
飯

・
秩
序
あ
る
列
へ
お
に
ぎ
り
配
ら
れ
る

俳

句
川

柳

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

食
生
活
を
見
直
そ
う
！

私
た
ち
の
体
は
、
60
兆
個
と
も
言
わ
れ
る
細
胞
で
で
き
て
い

ま
す
。
こ
の
細
胞
を
作
り
、
維
持
で
き
る
源
は
、
毎
日
の
食
事
。

食
べ
る
も
の
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
体
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る

の
で
、
栄
養
と
量
を
過
不
足
な
く
摂
取
す
る
こ
と
が
、
健
康
の
維

持
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
見
直
さ
れ
て
い
る
の
が
日
本
食
で
す
。
低
カ
ロ
リ
ー

の
和
食
は
健
康
長
寿
食
で
す
。

Ｑ
１
：
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
？

日
本
人
の
主
食
で
あ
る
ご
は
ん
や
、
お
か
ず
の
野
菜
、
海
藻
、

魚
、
卵
、
大
豆
製
品
、
乳
製
品
、
イ
モ
、
ま
た
果
物
や
油
な
ど
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
私
た
ち
の
体
を
作
る
大
事
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
ら
な
い
と
、
活
動

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
て
体
力
が
落
ち
た
り
、
体
の
調

子
を
整
え
る
機
能
が
低
下
し
て
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

Ｑ
２
：
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
目
安
は
？

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
１
日
分
の
目
安
は
、
成
人
女
性
で
だ
い

た
い
１
８
０
０
〜
２
２
０
０
カ
ロ
リ
ー
摂
取
。
主
食
は
ご
は
ん
な

ら
茶
碗
に
普
通
盛
り
で
４
杯
、
野
菜
や
キ
ノ
コ
、
イ
モ
、
海
藻
な

ど
を
使
っ
た
副
菜
は
５
皿
、
主
菜
と
な
る
肉
や
魚
、
大
豆
、
卵
を

使
っ
た
料
理
３
皿
、
乳
製
品
は
牛
乳
な
ど
で
１
８
０
㏄
、
果
物
は

ミ
カ
ン
な
ら
２
個
程
度
で
す
。

Ｑ
３
：
低
栄
養
や
過
栄
養
に
な
ら
な
い
食
べ
方
の
工
夫
は
？

食
欲
の
な
い
場
合
は
、
お
か
ず
を
優
先
。
作
る
意
欲
が
無
い
時

は
、
缶
詰
、
栄
養
補
助
食
品
の
利
用
。
食
事
を
取
り
過
ぎ
る
人
は
、

つ
い
つ
い
ご
は
ん
を
食
べ
過
ぎ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
。

肉
、
魚
、
野
菜
、
な
ど
を
ま
ん
べ
な
く
食
べ
る
こ
と
で
、
自
然

に
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

備
考
：
毎
日
新
聞
健
康
質
問
箱(

10
月
版)

よ
り
抄
録

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
習
慣



★｢

南
・
北
会
員
の
作
品
展｣

教
室
・
同
好
会
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
：
11
月
５
日(

月)

〜
30
日(

金)

、
10
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

★｢

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ｣

紅
葉
の
三
室
山
・
竜
田
川
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
：
11
月
23
日(

金
・
祝)

、
10
時
〜
15
時

集
合
：
JR
大
和
路
線｢

王
寺｣

駅

改
札
口

10
時

行
程
：
王
寺
駅
→
三
室
山
→
龍
田
神
社
→
竜
田
公
園
→

王
寺
駅(

約
７
㎞)

交
通
：
天
王
寺
９
：
24
発

王
寺
９
：
43
着

快
速
高
田
行

申
込
：
拠
点
事
務
所

(

雨
天
中
止)

★｢

新
わ
く
わ
く
町
中
散
策｣

(

第
４
回)

堺
・
大
仙
公
園
を
巡
る
。

日
時
：
12
月
８
日(

土)

、
10
時
〜
13
時

集
合
：
JR
阪
和
線｢

百
舌
鳥｣

駅

改
札
口

10
時

行
程
：
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
→
日
本
庭
園
→
堺
市
茶
屋
→

黄
梅
庵
→
堺
市
博
物
館
→
平
成
の
森

費
用
：
約
１
７
０
０
円(

昼
食
代
・
入
場
料
を
含
む)

申
込
：
拠
点
事
務
所

(

12
月
５
日
迄)

■
健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
11
月
３
日(

土
・
祝)

、
11
月
24
日(

土)

、

12
月
１
日(

土)

、
13
時
半
～
16
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

日
時
：
11
月
14
日(

水)

、
13
時
半
～
15
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

教
材
：｢

干
支(

亥)
｣(

６
０
０
円)

■
介
護
予
防
＆
脳
ト
レ
運
動

教
室

日
時
：
11
月
22
日(

木)

、
14
時
～
15
時

場
所
：
拠
点
事
務
所
、

内
容
：
主
テ
ー
マ｢

尿
失
禁
予
防
・
改
善
の
運
動｣

□
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会
Ａ

日
時
：
11
月
３
日(

土
・
祝)

、
11
月
17
日(

土)

、

12
月
１
日(

土)

、
13
時
～
18
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会
Ｂ

日
時
：
11
月
10
日(

土)

、
13
時
～
18
時

場
所
：｢

麻
雀
ア
ス
テ
ー
ル｣

(

天
満
橋
駅)

□
民
踊

同
好
会

日
時
：
11
月
６
日(

火)

、
11
月
20
日(

火)

、

12
月
11
日(

火)

、
13
時
～
15
時

場
所
：｢

阿
倍
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

４
階･

室
１

□
オ
モ
チ
ャ
作
り

同
好
会

日
時
：
11
月
13
日(

火)

、
13
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

日
時
：
11
月
16
日(

金)

、
13
時
～
18
時

場
所
：｢

コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル｣

(

鶴
橋
店)

□
俳
句

同
好
会

日
時
：
11
月
17
日(

土)

、
10
時
～
12
時
、

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
11
月
19
日(

月)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
手
編
み

同
好
会

日
時
：
11
月
21
日(

水)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

教
室･

同
好
会

ご
案
内

催
事

ご
案
内

同
好
会

便
り

皆
さ
ん
！
オ
モ
チ
ャ
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

オ
モ
チ
ャ
は
子
供
の
遊
び
道
具
で
す
。(

良
か
ら
ぬ
？
大

人
が
遊
ぶ
も
の
も
あ
り
ま
す
が･･

･･
)

あ
ま
り
費
用
を
か
け
ず
に
子
供
が
喜
ぶ
物
を
作
り
ま

す
。
従
っ
て
、
こ
の
オ
モ
チ
ャ
は
私
達
大
人
の
目
線
で

見
る
の
で
は
な
く
、
子
供(
幼
児)

の
目
線
で
見
て
下
さ

い
。
大
人
の
目
線
で
見
る
と
〝
な
ん
だ
こ
ん
な
物
〟
と

思
わ
れ
る
物
で
も
子
供
が
見
る
と
、
今
迄
ぐ
ず
っ
て
い

た
子
供
が
、
ニ
コ
〜
っ
と
笑
顔
に
な
る
。

身
内
の
子
供
で
も
、
他
人
の
子
供
で
あ
っ
て
も
、
子

供
の
笑
顔
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
。

実
は
、
私
が
こ
の｢

オ
モ
チ
ャ
作
り｣

に
の
め
り
こ
ん

だ
の
は
、
こ
ん
な
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

病
院
の
待
合
室
で
の
こ
と
で
す
。
順
番
待
ち
を
し
て

い
る
と
、
私
の
近
く
に
い
た
四
歳
位
の
男
の
子
が
マ
マ

に
ダ
ダ
を
こ
ね
て
い
た
。
そ
の
子
に
声
を
掛
け
て
私
の

近
く
へ
呼
び
、
自
作
の｢

オ
モ
チ
ャ｣

を
見
せ
る
と
、
途

端
に
今
迄
泣
き
っ
面
だ
っ
た
顔
が
、
パ
ッ
と
光
が
射
し

た
よ
う
に
笑
顔
に
な
り
、
そ
の
オ
モ
チ
ャ
を
欲
し
そ
う

に
す
る
の
で
、
彼
に
渡
し
て
遊
び
方
を
教
え
て
あ
げ
る

と
、
近
く
に
い
た
他
の
患
者
さ
ん
の
前
に
行
き
、
一
人

一
人
の
前
で
得
意
顔
で
遊
び
だ
し
た
。

す
る
と
待
合
室
は
爆
笑
の

渦
に
包
ま
れ
た
。
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、
私
は
何
時
も

そ
の｢

オ
モ
チ
ャ｣

を
沢
山
作
っ

て
バ
ッ
グ
に
忍
ば
せ
て
、
小

さ
な
子
供
が
ど
こ
に
い
て
も
、

同
じ
様
な
事
を
し
て
遊
ば
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。

岩
佐

康
男(

記)

オ
モ
チ
ャ
作
り
同
好
会


